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9
月
27
日
の
午
後
7
時
、
豊
科
公

民
館
で
、
講
義
「
海
外
（
中
南
米
）
か

ら
見
た
日
本
人
」
と
題
し
て
、
本
年
2

回
目
と
な
る
「
夕
涼
み
セ
ミ
ナ
ー
」
が

行
わ
れ
た
。
講
師
は
、
堀
金
在
住
の
工

藤
元
彦
さ
ん
。
元
Ｇ
Ａ
Ｃ
メ
キ
シ
コ
の

社
長
で
、定
年
後
は
国
際
協
力
機
構（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、中
南
米
の
コ
ス
タ
リ
カ
と
チ
リ
で

そ
れ
ぞ
れ
2
年
間
ず
つ
勤
務
さ
れ
た
。

大
会
議
室
に
は
用
意
さ
れ
た
椅
子

が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
、
大
勢
の
方
々

が
参
加
し
た
。

工
藤
さ
ん
は
中
南
米
で
の
経
験
か

ら
得
ら
れ
た
日
本
語
や
日
本
の
伝
統
文

化
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
中
南
米
の
親
日

的
な
人
々
の
日
本
人
観
と
し
て
「
日
本

人
は
、
技
術
が
あ
り
、
約
束
を
守
り
、

9
月
10
日
、
穂
高
公
民
館
が
主
催

す
る
「
河
川
の
自
然
観
察
会
」
が
中
房

川
河
川
敷
に
て
行
わ
れ
た
。
講
師
の
吉

田
利
男
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
川
の
自
然

と
文
化
研
究
所
理
事
長
）
は
出
発
に
あ

た
り
「
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
環
境
や
生

態
系
が
変
化
し
て
い
く
様
子
を
見
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
た
。　
　
　

一
行
は
、
有
明
山
神
社
に
て
参
拝
を

済
ま
せ
た
後
、
中
房
川
上
流
か
ら
中
流

に
か
け
４
カ
所
で
観
察
を
行
っ
た
。
大
王

橋
付
近
で
は
3
㍍
近
い
巨
岩
が
目
立
ち
、

水
温
は
13
度
を
記
録
。
清
流
に
す
む
と

い
わ
れ
る
カ
ワ
ゲ
ラ
な
ど
が
採
取
さ
れ
た
。

場
所
を
移
り
採
集
に
夢
中
に
な
る

に
つ
れ
、
川
原
の
思
い
出
話
に
花
が
咲

堀
金
公
民
館
は
8
月
28
日
、
開
削

２
０
０
年
の
拾
ケ
堰
流
域
視
察
の
「
ふ

る
さ
と
常
念
の
里
講
座
・
拾
ケ
堰
め
ぐ

り
」を
開
催
し
た
。
百
瀬
新
治
さ
ん（
豊

科
郷
土
博
物
館
館
長
）
と
、
青
柳
和
義

さ
ん
（
拾
ケ
堰
土
地
改
良
区
事
務
局
）

を
講
師
に
座
学
と
現
地
学
習
で
郷
土
の

命
運
を
か
け
た
大
事
業
の
軌
跡
を
追
い

か
け
た
。拾

ケ
堰
の
流
量
管
理

拾
ケ
堰
の
取
水
口
で
あ
る
頭
首
工

は
、
以
前
ま
で
導
流
堤
と
い
う
自
然
流

下
方
式
だ
っ
た
が
、
現
在
は
奈
良
井
川

を
横
断
す
る
可
動
堰
に
な
り
、
ゲ
ー
ト

の
上
げ
下
げ
で
安
定
し
た
水
量
が
得
ら

れ
る
。頭
首
工
と
取
水
水
門
の
管
理
は
、

拾
ケ
堰
土
地
改
良
区
が
行
っ
て
お
り
、

通
常
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
自
動

制
御
で
管
理
し
て
い
る
。

風
景
保
存
の
文
化
遺
産

拾
ケ
堰
は
、
時
代
を
超
え
て
安
曇
野

の
今
日
を
築
い
た
文
化
遺
産
で
あ
る
が
、

い
ま
だ
に
現
役
の
農
業
施
設
で
あ
る
。

農
業
環
境
を
守
る
農
業
用
水
路
の
機
能

だ
け
で
な
く
「
日
本
の
原
風
景
」
と
い

わ
れ
る
安
曇
野
の
田
園

風
景
を
、
景
観
遺
産
と

し
て
地
域
全
体
で
保
全

に
関
わ
る
時
代
が
来
た

と
い
え
る
。

き
れ
い
好
き
で
礼
儀
正
し
く
優
秀
。
日

本
の
文
化
は
素
晴
ら
し
い
（
空
手
、
剣

道
、
柔
道
、
華
道
、
茶
道
、
俳
句
、
歌

舞
伎
な
ど
）」
と
紹
介
さ
れ
た
。

中
南
米
で
は
、
日
本
語
や
俳
句
、
書

道
が
盛
ん
だ
そ
う
で
、
主
語
や
複
数
形

が
な
い
と
こ
ろ
や
、
風
景
や
情
景
が
浮

か
ん
で
く
る
の
は
日
本
語
な
ら
で
は
の

素
晴
ら
し
さ
で
あ
る
。
小
学
生
か
ら
英

語
を
学
ぶ
の
も
良
い
が
、
ま
ず
は
日
本

語
を
徹
底
的
に
学
び
、
読
書
を
し
表
現

す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
が
大
事
で
は
な

い
か
と
も
話
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
時
代
に
は
、研
修
で
現
地

の
人
々
と
日
本
を
訪
問
。
全
国
各
地
の

工
場
見
学
と
と
も
に
広
島
や
京
都
を
観

光
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
、
そ

の
大
切
さ
を
再
確
認
。
改
め
て
、
大
事

に
し
な
が
ら
伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
を

感
じ
た
と
語
っ
た
。
現
在
は
週
に
一
度

の
松
本
城
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
楽

し
み
な
が
ら
、
伝
え
る
手
段
で
あ
る
言

語
と
、
伝
え
る
内
容
を
日
々
考
え
て
い

る
と
の
こ
と
。
会
場
か
ら
多
く
の
質
問

が
出
さ
れ
、
日
本
語
や
伝
統
文
化
、
ま

た
中
南
米
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
感

じ
ら
れ
る
時
間
と
な
っ
た
。

い
た
。
最
後
の

観
察
場
所
「
か

じ
か
の
里
公

園
」
付
近
は
川

幅
が
広
く
緩
や

か
で
、
水
は
少

し
濁
っ
て
お
り

水
温
は
19
度
を

記
録
。
ザ
ザ
ム
シ
や
カ
ジ
カ
の
稚
魚
な

ど
上
流
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
生
物
も

多
く
、
生
態
系
や
環
境
の
変
化
を
体
験

で
き
た
。
参
加
者
は
「
昔
懐
か
し
い
場

所
で
楽
し
か
っ
た
」「
川
へ
来
る
と
子

ど
も
の
頃
遊
び
に
来
た
こ
と
を
思
い
出

す
」
と
感
想
を
述
べ
た
。「
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
川
で
遊
べ
る
時
代
が
ま

た
来
る
と
い
い
」
と
、
最
後
に
吉
田
さ

ん
は
語
っ
た
。

日
本
の
伝
統
文
化
を
大
事
に
し
よ
う

中
房
川
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

拾
ケ
堰
の
流
れ
を
見
つ
め
て

頭首工
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9
月
2
日
に
穂
高
公
民

館
で
2
回
目
の
「
京
の
お
ば

ん
ざ
い
料
理
教
室
」
を
開
催

し
、
18
人
が
参
加
し
た
。

　

旬
の
食
材
を
無
駄
な
く
使
い
、
ひ
と

手
間
か
け
て
お
も
て
な
し
の
料
理
を
作

る
教
室
で
、
講
師
は
、
か
つ
て
京
料
理

店
を
営
ん
で
い
た
高
瀬
美
幸
さ
ん
。「
大

根
の
菊
花
作
り
、
こ
ろ
柿
の
天
ぷ
ら
、

チ
キ
ン
と
野
菜
の
ク
リ
ー
ム
煮
」
に
挑

戦
し
た
。

　
「
身
近
な
材
料
で
お
い
し
い
料
理
が

で
き
た
」「
少
し
の
手
間
を
か
け
る
こ

と
で
お
し
ゃ

れ
な
お
も
て

な
し
の
料
理

に
な
る
こ
と

が
分
か
っ

た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り

大
変
好
評
で

あ
っ
た
。

　

三
郷
公
民
館

は
、
9
月
16
日

に
ふ
る
さ
と
講

座
「
初
秋
の
北

信
濃
の
風
物
を

愛
で
彼
の
地
の

歴
史
や
文
化
を

学
ぶ
」
を
開
催

し
、
27
人
が
参
加
し
た
。

　

中
野
市
で
、
歌
謡
曲
や
童
謡
の
名
曲

を
生
み
出
し
た
同
市
出
身
の
作
曲
家
、

中
山
晋
平
の
記
念
館
に
寄
り
、
馴
染
み

の
曲
に
耳
を
傾
け
た
。
小
布
施
町
で

は
、
日
本
画
家
、
中
島
千
波
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
訪
ね
、
同
町
の
「
岩
松
院
」

で
は
、
葛
飾
北
斎
の
名
画
「
八
方
睨
み

鳳
凰
図
」
に
、
21
畳
の
迫
力
と
色
彩
を

満
喫
し
た
。

須
坂
市
の
「
田
中
本
家
博
物

館
」
を
見
学
し
時
代
の
流
れ

を
肌
で
感
じ
た
。（
東
山
路
）

　

１
６
０
人
を
超
え
る
参
加
者
は
、
熱

心
に
聴
き
入
り
、
横
山
さ
ん
の
レ
シ
ピ

に
よ
る
甘
酒
、
漬
物
の
試
食
を
興
味
深

く
味
わ
っ
た
。

　

堀
金
公
民
館
は
9
月
3

日
、
ロ
ビ
ー
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
50
人
余
り
が
参
加

し
た
。
市
近
隣
で
唱
歌
や
紙

芝
居
、読
み
聞
か
せ
な
ど
の
催
し
を
子

ど
も
や
高
齢
者
向
け
に
開
い
て
活
動
し

て
い
る
「
あ
め
ん
ぼ
の
会
」
の
6
人
が

出
演
し
た
。

　

新
聞
紙
１
枚
で
「
キ
ビ
ノ
マ
キ
ビ
」

を
演
じ
る
新
聞
シ
ア
タ
ー
の
寸
劇
や
地

域
の
民
話
「
常
念
坊
」
の
朗
読
、
宮
沢

賢
治
の
「
よ
だ
か
の
星
」
の
紙
芝
居

を
披
露
し
た
。
始
め

に「
手
の
ひ
ら
を
太

陽
に
」中
間
で
「
大

阪
う
ま
い
も
ん
の
歌

（
長
野
県
バ
ー
ジ
ョ

ン
）」
終
わ
り
に
「
花

は
咲
く
」
を
会
場
の

み
ん
な
で
合
唱
し

た
。（
東
山
路
）

　

9
月
13
日
、
料
理
研
究
家

の
横
山
タ
カ
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、「
食
と
健
康
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
健
康
づ
く
り

講
座
が
明
科
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

長
野
県
民
の
長
寿
の
一
因
は
、
伝
統

的
な
食
材
や
郷
土
食
に
あ
る
と
し
、
み

そ
や
酢
、
玄
米
な
ど
の
良
さ
と
化
学
調

味
料
の
危
険
性
な
ど
を
、
軽
妙
で
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク
で
語
っ
た
。

　

飯
田
地
区
公
民
館
の
文
化

祭
が
8
月
15
日
に
、
豊
科
地

域
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
行
わ

れ
た
。

　

絵
画
、
写
真
、
書
の
他
に
手
芸
や

絵
手
紙
、
押
絵
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
作

品
、
小
中
学
生
の

絵
や
工
作
な
ど
約

１
０
０
点
が
大
広

間
に
き
れ
い
に
展

示
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
8
月
28

日
に
は
下
鳥
羽
地

区
公
民
館
の
下
鳥

羽
祭
が
行
わ
れ
、

同
様
の
作
品
約

１
２
０
点
が
飾
ら

れ
た
。

　

両
地
区
の
作
品

は
、
趣
味
の
域
を

超
え
る
見
応
え
の

あ
る
も
の
が
多

く
、
ま
た
根
気
よ

く
丹
念
に
仕
上
げ

ら
れ
た
手
作
り

の
作
品
に
見
入
っ

た
。

絵：加々美　豊
花：コスモス

京
の
お
ば
ん
ざ
い
料
理
教
室

ロ
ビ
ー
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

地
区
公
民
館
の
文
化
祭

健
康
づ
く
り
講
座
「
食
と
健
康
」

北
信
濃
の
歴
史
を
訪
ね
て

岩松院
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私
た
ち
「
十
返
舎
一
九
に
親
し
む
会 

安
曇
野
」
は
、
新
田
地
区
公
民
館
を
主

体
に
平
成
22
年
に
結
成
し
、
そ
の
後
、

安
曇
野
、
松
本
、
塩
尻
の
会
員
を
加
え
、

現
在
約
40
人
で
十
返
舎
一
九
の
足
跡
を

た
ど
っ
て
紀
行
し
、
ま
た
歴
史
の
一
端

を
学
ん
で
い
る
。

　

一
九
が
豊
科
新
田
の
藤
森
家
を
訪
問

し
て
い
た
こ
と
を
6
年
ほ
ど
前
に
知
っ

た
。
文
化
11
年
（
１
８
１
４
）
8
月
11

日
に
藤
森
善
兵
衛
が
松
本
の
高
美
書
店

に
滞
在
し
て
い
た
一
九
を
迎
え
に
行

き
、
養
老
坂
を
下
り
熊
倉
橋
を
渡
っ
て

藤
森
家
へ
到
着
し
た
。

　

一
九
は
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
が
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
こ
と
で
気
を
良

く
し
て
、
続
編
の
『
続
膝
栗
毛
』
を
書

く
た
め
の
取
材
に
藤
森
家
を
訪
問
し
た

　

北
小
倉
の
八
幡
宮
は
、
三
郷
・
北
小

倉
地
区
の
上
方
、
西
山
山
麓
、
旧
小
倉

城
址
の
麓
、
鳴
沢
川
の
あ
ぜ
に
鎮
座
し

て
い
る
。
参
道
入
口
正
面
の
鳥
居
と
そ

の
奥
の
本
殿
は
東
向
き
に
立
ち
、
北
小

倉
、
東
小
倉
地
区
を
見
守
っ
て
い
る
。

　

全
国
各
地
に
祭
ら
れ
て
い
る
八
幡
宮

と
同
じ
誉ほ

ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

田
別
尊
（
応
神
天
皇
）
を
主

神
に
、
神
明
社
（
天
照
大
御
神
）
秋
葉

社
（
火ほ

の
か
ぐ
つ
ち
の
か
み

之
迦
具
土
神
：
伊
邪
那
岐
、
伊

邪
那
美
の
最
後
の
子
）
の
三
神
を
祭
る

神
社
で
、
本
宮
は
大
分
県
の
宇
佐
神
宮

で
、
八
幡
様
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い

る
。

　

例
大
祭
は
、
体
育
の
日
に
行
い
、
宵

祭
り
か
ら
舞
台
を
地
区
内
に
え
い
航
す

の
だ
っ
た
。
善
兵
衛
は
高
美
書
店
で

一
九
が
松
本
宿
か
ら
岡
田
、
会
田
経
由

で
善
光
寺
へ
取
材
に
行
く
こ
と
を
知

り
、「
新
田
通
り
」や「
水
内
橋
」を
膝
栗

毛
に
書
か
せ
た
く
て
一
九
の
予
定
変
更

を
あ
ら
か
じ
め
書
簡
で
交
し
て
い
た
。

　

善
兵
衛
の
懇
請
が
実
現
し
『
続
膝
栗

毛
八
編
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
文
化
13

年
、
そ
の
取
材
で
「
糸
魚
川
街
道
と
て

松
本
よ
り
成
相
新
田
そ
れ
よ
り
穂
高
池

田
大
町
新
町
な
ど
続
き
た
る
道
至
っ
て

珍
し
き
絶
景
の
地
数
多
あ
り
云
々
」
と

文
中
に
記
し
て
い
る
。
あ
の
全
国
を
行

脚
し
た
一
九
に
安
曇
野
を
強
く
印
象
づ

け
た
。
ま
た
、
取
材
し
た
こ
と
は
メ
モ

し
江
戸
へ
戻
っ
て
自
分
の
体
験
、
見
聞

し
た
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま「
弥
次
喜
多
」

で
表
現
さ
せ
た
と
も
記
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
我
々
会
員
は
一
九
が
歩
い
た

街
道
を
『
原
本
』
に
基
づ
き
中
山
道
の

本
山
宿
、
洗
馬
宿
、
善
光
寺
街
道
の
村

井
宿
、
松
本
宿
を
経
て
、
成
相
新
田
宿
、

池
田
宿
、
大
町
宿
ま
で
4
回
に
分
け
て

踏
破
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
文
中
の
挿

絵
の
描
写
や
文
言
と
同
じ
場
所
が
何
箇

所
か
あ
り
感
激
し
た
。
そ
れ
だ
け
一
九

の
取
材
や
ス
ケ
ッ
チ
が
的
確
だ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
た
。

　

江
戸
時
代
、
善
兵
衛
が
全
国
に
広
め

た
い
ほ
ど
、
ま
た
一
九
が
絶
賛
し
た
安

曇
野
の
自
然
や
風
俗
を
も
う
一
度
見
直

し
、
地
域
に
愛
着
を
も
っ
て
次
世
代
に

継
承
し
て
い
け
た
ら
と
熱
望
し
て
い

る
。

　

会
長　

丸
山
英
二　

72
‐
２
５
４
３

る
。
舞
台
は
神
敬
連（
お
祭
り
青
年
団
）

が
組
み
立
て
飾
り
付
け
る
。
平
成
2
年

に
神
敬
連
会
館
が
新
築
さ
れ
、
祭
典
の

準
備
や
集
会
を
境
内
で
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

20
年
ご
と
に
行
う
「
御
遷
宮
」
で

は
、
鳥
居
の
建
て
替
え
や
屋
根
の
葺
き

替
え
な
ど
の
維
持
管
理
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
八
幡
宮
、
白
山
社
、
諏
訪
社
の

小
倉
3
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
子
が
同

じ
日
に
祭
典
を
統
一
し
、
地
域
は
秋
祭

り
一
色
に
な
る
。
氏
子
総
代
と
祭
り
を

運
営
す
る
が
、
世
代
が
移
り
、
時
代
考

証
や
歴
史
継
承
も
難
し
い
現
実
を
迎
え

て
い
る
。

　

創
立
は「
分
神
状
一
札
之
事
」に
よ
る

と
、
文
明
18
年（
１
４
８
６
）宇
佐
八
幡

宮
よ
り
小
倉
の
地
に
分
社
さ
れ
た
と
あ
る

（
三
郷
村
誌
）が
、詳
細
は
由
緒
不
詳
で

あ
る
。
本
殿
は
、
現
存
す
る
棟
札
か
ら

文
化
9
年（
１
８
１
２
）に
建
て
替
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
と
分
か
る
。（
東
山
路
）

グ
ル
ー
プ
紹
介

十
返
舎
一
九
に
親
し
む
会

安
曇
野（
豊
科
）

生涯学習センターにて

�
八
幡
宮

　
　
　
　（
三
郷
・
小
倉
）

古
き
を
尋
ね
て
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収
穫
の
秋
は
、
旬
の
味
を
運

ん
で
き
て
く
れ
る
。
ま
た
、
日

常
研
さ
ん
を
積
み
上
げ
て
き
た
趣
味
と

も
い
え
な
い
本
格
的
な
作
品
（
絵
画
・

書
道
・
舞
踊
・
詩
吟
・
工
作
・
・
・
）、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表

の
場
で
、
私
た
ち
を
興
奮
さ
せ
て
く
れ

る
。
楽
し
み
で
あ
る
。（
Ｙ
・
Ｕ
）

欅

堀金公民館サポート会議委員
牛丸　篤さん（堀金）

私
は
一
生
懸
命

　

私
は
、
堀
金
公
民
館
サ
ポ
ー
ト
会
議

委
員
を
務
め
て
3
年
に
な
る
。
地
区
公

民
館
の
主
事
を
2
年
、
そ
の
後
、
館
長

を
2
年
、運
営
委
員
を
2
年
務
め
た
後
、

前
堀
金
公
民
館
長
の
平
倉
重
則
氏
か
ら

の
「
サ
ポ
ー
ト
会
議
委
員
を
や
って
く
れ

な
い
か
」
と
の
誘
い
で
引
き
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
委
員
は
男
性
2
人
、
女
性
１

人
で
あ
る
。

　

委
員
の
役
割
は
、
地
域
の
公
民
館
行

事
の
運
営
に
つ
い
て
の
検
討
会
議
、
各

行
事
の
準
備
、
当
日
の
運
営
サ
ポ
ー
ト

な
ど
。
サ
ポ
ー
ト
会
議
は
、
毎
月
第
１

月
曜
日
の
夜
に
開
催
し
て
い
る
。

　

準
備
運
営
に
関
わ
る
行
事
と
し
て

は
、
6
月
に
公
民
館
関
係
者
研
修
会
、

7
月
に
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
in
常
念
、

10
月
に
堀
金
地
域
市
民
運
動
会
、
文
化

祭
、
芸
能
祭
、
堀
金
一
周
駅
伝
大
会
、

2
月
に
冬
期
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
が
あ

る
。

　

公
民
館
関
係
者
研
修
会
で
は
、
参
加

者
が
5
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
グ
ル

ー
プ
で
公
民
館
の
運
営
に
対
し
自
由
に

意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。

　

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
in
常
念
は
、
大

人
と
子
ど
も
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
気
軽

に
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
あ

る
。
午
前
中
の
半
日
の
行
事
で
は
あ
る

が
、
参
加
者
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

　

文
化
祭
の
会
場
準
備
で
は
、
出
展
者

の
展
示
物
を
会
場
を
訪
れ
る
方
が
楽
し

め
る
よ
う
に
パ
ネ
ル
の
配
置
を
し
て
い

る
。

　

堀
金
一
周
駅
伝
大
会
で
は
、
ス
タ
ー

ト
前
に
広
報
車
で
地
区
内
へ
の
広
報
、

コ
ー
ス
の
確
認
を
行
い
、
駅
伝
ス
タ
ー

ト
後
は
、
後
続
車
で
交
通
整
理
、
選
手

の
安
全
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

　

冬
期
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
地
区
対

抗
戦
の
た
め
、
試
合
の
審
判
を
行
っ
て

得
点
を
付
け
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
地
域
の
和
、
絆
、
健
康
の
た

め
、
公
民
館
活
動
を
大
事
に
し
て
明
日

の
力
に
し
て
い
き
た
い
。

　

新
屋
地
区
は
、
有
明
地
域
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
７
５
０
戸
余
り
と

１
８
０
０
人
余
り
の
連
帯
感
と
活
力
に

恵
ま
れ
、
高
齢
者
も
幼
少
児
の
声
も
響

き
合
う
里
で
あ
る
。

　

公
民
館
は
、昭
和
26
年
に
建
築
さ
れ
、

平
成
24
年
に
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。
伝
統
を
生
か
し
少
子
高
齢
化
時
代

の
絆
を
紡
ぐ
た
め
公
民
館
活
動
目
標
を

「
年
代
を
超
え
た
交
流
で
知
恵
や
伝
統

文
化
を
引
き
継
ぎ
育
て
る
場
作
り
」
と

捉
え
て
知
恵
を
集
め
活
動
し
て
い
る
。

　

主
な
行
事
は
、こ
ど
も
の
日
祭
典
祭
、

常
会
対
抗
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
、
市

民
納
涼
祭
へ
の
踊
り
連
参
加
、敬
老
会
、

区
文
化
祭
の
準
備
、
人
権
学
習
会
、
し

め
縄
作
り
講
習
会
な
ど
が
あ
る
。
区
各

団
体
に
連
携
支
援
を
い
た
だ
き
活
発
に

推
進
で
き
る
伝
統
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で

は
、
5
連
覇
も
達
成
し
た
。
楽
し
み
な

が
ら
結
果
を
出
す
親
た
ち
を
誇
り
に
思

っ
た
子
ど
も
た
ち
の
連
帯
感
も
育
め
た
。

　

本
年
の
敬
老
会
に
は
、
公
民
館
の
渡

り
廊
下
の
段
差
解
消
の
た
め
廃
材
を
集

め
、既
設
の
す
の
こ
板
を
か
さ
上
げ
し
、

移
動
し
や
す
く
再
利
用
可
能
な
仮
設
バ

リ
ア
フ
リ
ー
環
境
を
実
現
し
た
。
文
化

財
を
生
か
す
手
仕
事
に
役
員
は
一
丸
と

な
っ
た
。

　

本
年
は
、地
区
老
人
会
と
協
力
し
て
、

公
民
館
を
利
用
す
る
安
曇
野
教
室
の
児

童
と
共
に
軒
先
に
花
苗
を
定
植
し
た
。

　

祖
父
母
と
の
同
居
経
験
の
少
な
い
子

ど
も
た
ち
に
老
人
会
の
面
々
は
花
植
え

や
水
や
り
の
勘
所
を
伝
授
し
た
。
敬
老

会
に
は
「
水
や
り
隊
」
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
、
祝
辞
・
謝
辞
の
書
が
届
け
ら
れ
、

年
代
を
超
え
る
交
流
が
始
ま
っ
た
。

　
（
新
屋
地
区
公
民
館
長　

古
川
政
明
）

地
区
公
民
館
だ
よ
り

新
屋
地
区
公
民
館（
穂
高
）


